
西尾の抹茶は深い緑と上品な香り、穏やかなうま
みとコクが特徴です。その品質は品評会で高く評価
されているほか、特許庁の地域ブランド（地域団体
商標）にも認定されています。
市内には、気軽に抹茶を味わえる茶室やいっぷく

処がたくさんあります。ぜひ、お立ち寄りください。
●旧近衛邸
場錦城町231-1（歴史公園内）
内抹茶一服…400円（季節の和菓
子付き）

　呈茶時間　午前10時～午後４時
休館日　月曜日（祝日を除く）、
　年末年始

　問☎54・6758
●あいや伝想茶屋
　場錦城町122（尚古荘内）
内抹茶作り体験…300円。茶臼で抹茶を作り、点

た

てていただきます。
　営業時間　午前９時～午後５時
　　※受け付けは午後４時まで

　定休日　月曜日（祝日を除く）、年末年始
　問☎56・0255
●伝想庵
　場山下町泡原30（文化会館敷地内）
　内抹茶一服…300円（和菓子付き）
　呈茶時間　正午～午後３時
休館日　月曜日、祝日の翌日、年末年始、一般利
用日

　　※詳しくは電話でお問い合わせください。
　問☎54・5855（文化会館）

　「西尾の抹茶」のルーツは13世紀にさかのぼります。
実相寺の境内で茶種がまかれ、当時は僧侶などが愛
飲していたそうです。江戸時代初期になるとお茶の
栽培が奨励され、西尾市内に広まりました。
　抹茶の生産が本格化するのは明治に入ってからで
す。紅樹院の住職足立順道が京都の宇治から茶種と
製茶技術を持ち帰り伝えたことから本格化しました。
現在では、日本有数の抹茶の産地として知られ、独
自の抹茶文化が花開いています。

●実相寺（上町）
　　1271年に建立されたと伝えられる寺。中世西条
城主・吉良氏の菩

ぼ
提
だい
寺で、三河国の安国寺として

栄えました。境内には、国登録文化財の「方
ほう
丈
じょう
」

と「庫
く
裡
り
」、県指定文化財の「釈

しゃ
迦
か
堂」、市指定文

化財の「三河クロマツ群落」などがあり、見応え
十分です。
●紅樹院（上町）
　　大永年間（1521～28）に徳川家康の伯母を弔う
ために創建されたと伝えられています。現在では
茶産業を広めた「茶祖の寺」として有名です。参
道入口には、大正２年にその偉業をたたえた碑が
建てられています。
●稲荷山茶園公園（上町）
　　矢作川左岸一体の小高い丘陵地にあり、のどか
な茶園風景が一望できます。規模はおよそ100ha
で、５月からの茶摘みシーズンには、摘み子さん
たちの作業風景を眺めることもできます。

問商工観光課観光担当（☎65・2170）

「西尾の抹茶」が
楽しめるスポットを紹介

新緑の季節
！

西尾の抹茶でいっぷく

　市内にはお茶屋さんがいっぱい。抹茶や抹茶
を使った商品を楽しむとともに、産地ならでは
の工場見学もお楽しみください。
申見学を希望する日の１週間前までの月～金曜
日午前９時～午後５時に、電話で西尾茶協同
組合（☎57・2261／住吉町）へ。

製茶工場
　の見学

稲荷山茶園公園稲荷山茶園公園稲荷山茶園公園稲荷山茶園公園
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三河地震の教訓
問危機管理課防災担当（☎６５・２１３８）

防災のココロ伝えよう！

清水 さくらちゃん

（戸ケ崎一丁目）
平成２６年５月生まれ
歌が大好きなさくらち
ゃん。これからもみん
なに歌を聞かせてね！

中嶋 祥
よし

夏
なつ

くん

（吉良町）
平成２６年７月生まれ
マンマとお外が大スキ
♪　毎日なっちゃんス
マイルをありがとう♡

鈴木 丈
じょう

太
た

郎
ろう

くん

（富山町）
平成２６年５月生まれ
食いしん坊の丈太郎。
いつもキミの笑顔に癒
やされます！

伊藤 愛
あい

莉
り

ちゃん

（花蔵寺町）
平成２６年１２月生まれ
みんなから愛されてる
愛莉ちゃん♡毎日笑顔
と癒やしをありがとう。

鈴木 陸
り

玖
く

くん

（米津町）
平成２６年１２月生まれ
ニコニコ笑顔がかわい
い陸玖くん♡生まれて
きてくれてありがとう。

杉田 宗
そう

哉
や

くん

（羽塚町）
平成２６年５月生まれ
好奇心旺盛で元気いっ
ぱいの宗くん。お兄ち
ゃんたちと仲良くね♪

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

市
防
災
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ぼ
う
サ
イ
く
ん
」

■三河地震を知っていますか？
今から約７０年前の１９４５年１月１３日、私たちのまちで

大地震が発生しました。「三河地震」です。三河地震は、
マグニチュード６.８の内陸直下型地震で、この地方を
中心に約2,３００人の方が犠牲となりました。地震発生
時は戦時中であったため、その被害状況がほとんど伝
えられず、「隠された地震」とも呼ばれています。

■三河地震から学ぶこと
三河地震は、午前３時３８分という真夜中に発生した

ため、多くの方が家の中で眠っており、その状態のま
ま倒壊した建物の下敷きとなって亡くなりました。ま
た、深夜の暗闇の中で、家屋からの救助活動をしなけ
ればならず、大変困難な状況であったといわれていま
す。就寝中という無防備な状況で、自分の命を守るた

めに最も効果的な対策は、建物の耐震化です。いま一
度、自宅の建築状況を見直し、地震による倒壊の危険
性があるかどうかを確認してみましょう。自宅の耐震
化は、家族の命を守ることにつながります。
７０年前の三河地震の教訓を忘れず、犠牲者ゼロへ向
けて取り組んでいきましょう。

池田 清
きよ

志
し

郎
ろう

くん

（一色町）
平成２５年１２月生まれ
わが家の天使きよくん
♡　たくさん食べて笑
って大きくなぁ～れ☆

杉江 澪
みお

ちゃん

（一色町）
平成２６年５月生まれ
お散歩大好き♡みーち
ゃん！そのかわいい笑
顔で周りを和ませてね。

三河地震で倒壊した建物
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